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マス コ ミに表 われ る現 代 デザ イ ン

青 山 武 雄

戦後ア〆 リ巾の風が吹きまくった時から,政 治 ・経済 ・産業 ご科学等々……

は急激な変貌を示して,今 や戦前の10年 は現在のユ年に相当す るようなスピー

ドで変化 しつつある。豊富な商品は市場に進出して,消 費者の欲望を刺激して

いる。メ厂 カーや販売業者はダ製品を如何にして売るかよ りもジ売れる商品 を

製造して,如 何に配給するかジ如何に消費大衆にとどけ得 るか,・とい うことに

企業のあり方を発見しよ うとしでいる。それは消費者の利益に関連する社会構

造の本質的なモラルへ,た ちかえる姿勢である。 ここに於て日本の企業はマー

ケテ ィングとい うことをと,りあげている。

アメリカで発展 したこの考 え方を日本はそれ程苦悩 もな く手に入れてしまっ

た。企業精神が社会の文化的向上 と消費者の利益を指向しているとき,、マーケ

テ ィングは科学的に分析 ・統合 きれた回路 として,産 業の到達駅であるか も知

れない。現代の広告}まこのマーケティングの尸環として進 められてお り,マ ス

タコミに 表われた広告の造形は,自 由主義社会の商業に根 をおろした 花 で、あ'

る。マーケテ ィ'ングの複雑な業務を代行するのは,総 合広告代理業 と称する大

型代理業である。媒体その他各種の調査 ・プランニング ・マーチャンダイジン

グ ・コピーテス トなどの組織を持った業務に発展して きている。アメリカの代

理業は更に高度の機能を持 ったマーケティングエージェンシイ4zな っている。

戦後 日本の経済発驛にともない,日 本の広告が果 した役割は大 きい。37年度の

広告投下量は2435億 とい う膨大な ものであった。技術革新によりオー トメ化 さ
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れ た多 種 多 様 の 規 格 商 品 が大 量 に安 価 に生 産 され るよ うに な り,販 売 面 に マ ス

・コ ミの科 学 的 な利 用 が 反 映 して い るの で あ る
。 この大 量 に生 産 き れ た 製 品

は,輸 送 や 販 売 の チ ャンネ ル が 旧態 依 然 と した状 況 に あ り,流 通 の 困難 を きた

して い る。 労働 力 は生 産 面 よ り販 売面 に多 数 の 資源 が必 要 で あ り,マ ス ・コ ミ

が 販 売援 助 とい う形 に な って 表 わ れ て い る。 マス ・コ ンサ ン プ シ ョン とマ ス ・

コ ミの 関係 が 認 識 さ れ るや マス ・コ ミは非 常 な伸 長 を示 し,広 告 金 額 は35年11

40億,36年2110億,37年 は前 記 の よ うな数 字 とな っ て い る。 商 品 の流 通 隘 路 を

改 革 し,消 費 者 へ の パ ィ プ ライ ン を最 短 ・最 大 に置 く努 力 が 現 在 続 け られ て い

る。 い わ め る流 通 革 侖 な る もの は ます ます 消 費 を刺 激 し,広 告 投 下 の 量 と質 は

高 ま りつ つ あ る。

新 聞 ・雑 誌 ・テ レ ビ ・ポス ター ・パ ッケ ー ジ ング等4z表 わ れ た コ ミ ュニ ヶ 一

シ ョ ンが,ど の よ うな視 覚 で あ ろ うが,伝 達 の主 題 は何 か と い う点 に よ一り,,広

告 の良 否 が 生 じて くる。 コ ミュ ニケ ー シ ョンの成 功 は販 売 に関 連 して い るか ら

で あ る。 消 費 大 衆 と最 後 の 接 点 で あ る マス ・コ ミに広 告 が 表 現 と して登 場 す る

ま で に は,幾 多 の テ ス トに耐 えね ばな らな い の で あ る。何 が,誰 れ に,ど の よ

うに,伝 達 きれ たか は広 告 プ ロ デ ューサ ー の 重 大な責 務 で は あ る。 したが って

広 告 の 表現 段 階 が最 後 の キ ー を握 っ てい る。 広告 活 動 に は ク リs一 トが な け れ

ば な らな い の は,い うま で もない が,広 告 作 成 の 各 デ ィビ ィジ ョンに必 要 な の

で あ り,表 現 担 当部 ぽ100%要 求 き れ る。 一 貫 した 広 告 ポリ シー が伝 達 造 形 の

骨 格 を形 成 す る。伝 達 ポ イ ン トが 不 鮮 明 な らば,何 種 類 の ク リエ ー トの展 開 も

否 決 きれ るので あ る。 元 来 マス ・メ デ ィ ア そ の もの は,具 体 的 に 生 活 の 各処 に

深 く入 りこん で きて い るく場 〉 で あ る。 デ ザ イ ナー に とって は 美 意 識 が 最 もは

た ら くフ ァイ ンダー で あ り,且 つ現 代 デ ザ イ ンが 焦 点 を合 わす 恰 好 の く場 〉 で

もあ る。 例 えば 発 行 部 数100万 とい う,マス ・メ デ ィア,こ れ 程 現 代 的 な課 題 を

含 む もの は な い。 同時 に これ 程 個 人 にユ ニ フ ォー ム を強 い る もの もな い。 そ れ

は現 代 デ ザイ ンが 一 つ の 位 置 と方 向 を示 唆 し得 る もの と解 釈 して よい 。
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グラフィック ・デザインがマス ・コミとい う共通の場所で提示されるには,

対等条件,サ イズ,材 質 ・色彩 ・タイポグラフィ等印刷の科学に於けるスタン

ダードルールを認識せねばならない。 クリエー トの側か ら見るとき,内 面的な

美意識は,こ のような造形的な対象に焦点を合わすべ く反復巡回している。い

つの場合で も,い くつかの前置条件が意識層にた くわえられ,且 つ無意識層に

沈潜されてゆくのである。そしてそこか ら醗酵するイマジネーシ ョンを待つこ

とができる。私の場合クリエー トは歴史的な意識の沈潜の申ではあって も,或

は無意識層のファイルに挿入きれているものであっても,理 論 ・iえてヒラリ

とやってくる。奥深い一元の世界であ り,高 次の世界である。しかし現象の世

界 と断絶された ものではない。アブス トラクションとして意識の世界に結びつ

くとき,相 対を感じるのである。一方現代の意識は科学を要求 し,証 明を要求

し,計 算を,合 理を,要 求 している。 この二つを自己の内cz温存醇化させて決

定するクリエーティビティが投下資本の価値を増減している。アインシュタイ

ンは経験主義的な観察によって〈現象の背後にある理性への感覚〉を直感 した

といわれている。科学者に於ても仮説の設定は論理的な方法ではない。広告に

於てくそこに何が語 られたか〉という本質こそ,〈 どう語 るか〉 とい う問題よ

りも重要なことではないか。アメリカでクリエー ト第一 といわれるDDBと い

う広告代理業がある。

同社はニューヨーク。アー トディレクターズ ・クラブの年次審査に連続入賞

してお り,扱 った数多 くのクリエーティブな広告キャンペーンに非常な成功 を

おきめている。同社長ウィリアム ・バーン ・バックの言葉を引用するならば,

<ア イディアは分柝できないのです。愛が分柝できないと同様に……当社には

いい社員が多 くお ります。人 を採用するときは非常6z愼 重にします。私たちは

各人か らそれぞれの長所をひき出す方法を知っています。まず各人の特技 をみ

つけ,そ れを伸ばしてやることです。いいクリエーティブな仕事とい う もの

は,広 告主よりむしろ大切だと考 えているのです。当社のクリエーテ ィブ部門
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に働 くものは,広 告主の意、のままになっているとは感じていません。彼等はい

い仕事のみに没頭 し,ま たいい仕事を求 めます 。私たちが求めているのは最高

の広告なのです。だか らといって,私 たちは広告主に対して尊大でいばった り

することはありません。ただ私たちの仕事に確信をもっているとい うこ と で

す。私たちにとって広告主に対する最高のサービスの一つは,私 た ちの確信を

卒直にのべることだと思います。私たちが新 らしい広告主を獲得すると,一 グ

ループの全メンバーが広告主をたつね,広 告商品について十分な知識を得 るま

で必要な期間,そ こにとどま ります。そしてその商品の生産に直接たずきわ っ

ている人びとと話 し合い,そ の商品について徹底的に研究 します。 こうした後

で事実その ものに対 して私たちのイマジネーションを働かせ るのです。私たち

はこうして事実を知 り,そ れを読者が興味をもって見ると思われる,フ レッシ

ュで信頼性ある表現方法で示そ うとします。実際あることが らに精通 している

場合それをまずく表現することはできないし,逆 にほとんど知 らない ものを う

まく表現しようとしても,そ れは不可能なことなのです。先に もいったよ うに

広告しようとしている商品を徹底的に研究してはじめていい表現が可能なので

す。一般消費者に最 も深 く浸透する広告とは,芸 術家気取 りの手を加えない も

の……つま り簡潔でずばり読者にインフォメーションを伝えるものでなければ

な らないと思います。広告を多 くの人びとに見てもらうことは,も ちろん必要

ですが,広 告はごましではな く,メ ッセージを正確に伝達しなければな りませ

ん。代理業はまた,商 品に関して広いマ藁ケティグ ・サーベ イをおこないます

が,世 界申で最高の調査がいい広告をつ くりだす もとになるとはか ぎ りませ

ん。私はたびたび広告主にすばらしい企画が必ずしもいい広告を生むとはかぎ

らない,だ か らといって,い い広告ができなくてはあなたがたはお困 りでしよ

う。といい続 けてきました。ただ実に残念なことは,あ る商品が生産を調査関

係には何百万 ドルという金額を投じる反面,広 告とい うことになると,誰 も気

のつかないよ うな雑誌広告をだすだけの広告主が多いことです。企画はその組
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織の実際的方面に努力とアイディアを注 ぐのと同じように,最 大の効果を発揮

す るアー トの開発に力をいれるべ きでしょう。注目きれ る広告 以 上 にく実際

的〉なものがあるで しようか,コ ピーやイラス トが非常 に印象的にのべられ,

その読者が思わず反応を起 こすとい うことほどく実際的〉なものが他にあるで

しようか,最 終的行為である広告jYと って,代 理業の業務活動中メディア,マ

ーケティング ・リサーチ,マ ーチャンダイジングなどは重要なことではあるが

まだまだ前奏曲にす ぎない。というのが私たちの信念です。広告はあくまで説

得であり,そ の説得は方程式のように知 ることので きる科学ではな く,深 遠な

人間の直感力によってのみ高めることのできるアー トであるといえます。人び

とは広告の掲載回数を数えたりはしません。広告の印象を記憶するのです。〉

u安"い とい う こ とは"ま や か し もの"と

い う ことで し ょ うか?

SPONSOR:Ohrbach百 貨 店

COPY:MissJ.Prots,

ART:Mr.S.Myers

私 は オ ーバ ッ クの スパ イで した 。
SPONSOROhrbach百 貨 店

HEADLINE:Mr.W.Bernbach

COPY:MissJ.Protas

ART:Mr.R.Gage
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こ の よ うな 極 めて強 い ポ リシー 脅 うち 出 レて い る。DDB社 は萬 年 社 の提 携 先

で あ り,バ ー ン ・バ ッ ク社 長 みず か らク リエ ー ト機 構 を統 括,営 業 及 び マ ーケ

テ ィン グ機 構 聖 ネ ッ ド ・ドイル副 社 長,内 務 機 構 を マ ック ス ウ ェル ・デ ィー ン

副 社 長 が 各 々統 括 して い る。 優 秀 な部 長 ・社 員 た ちが プ ロ ダ ク ト ・グ ル ープ を

組 み ク リエ ー テ ィブ な仕 事 に と り くん で い る。 ドイル ・デ ィー ン ・バ ー ンバ ・ッ

ク とい う社 名 は三 人 の統 括 者 の 頭文 字 よ りきて い る。

ア メ リカの代 理 業 は 日本 の よ うに 媒 体 の 臭 気 は な く,得 意 先 の た め の広 告 代

理 業 が あ り,一 業 種 又 はマ 品 目に 関 す るか ぎ りの,広 告 の マ ネ ー ジ を託 され て

い る。 したが っ て販 売 に も直結 して マー ケ テ ィン グ計 画 を行 って い る。 この た

め 代理 業 内部 で は広 告 主 担 当 に ア カ ウ ン ト ・エ ク ゼ キ ュ ー テ ィブ と名 づ け られ

る者が あ り,
、ア カ ウ ン トを握 って い る。 広 告 に 関 す るす べ ての 業 務 は これ が 窓

口 ζな り広 告 主 と連 絡 を とっ て い る 。 したが?て ア カ ウ ン ト ・エ クぜ キ ュー テ

ィ ブは代 理 栄 に対 して は 広 告主 の代 表 とな り得 る程,担 当広 告 主 の 企 業 知 識 を

心 要 とす る。 広 告 の 制 作 に於 て も,大 別2つ の シス テ ム に よ って 仕 事 の 遂 行 が

な きれ て い る。 プ ロダ ク トグル ー プ ・シ ステ ム とデ パ ー トメン トシ ス テ ムで あ

る。 プ ロダ ク トグル ー プ とは ア カ ウ ン ト ・エ クゼ キ ュー テ ィナ(AE)の 担 当

商 品 又 は企 業 の た め に広 告 制作 グル 州 プを持 っ て い る こ とで あ る。 太 体 ← グル

ー プの 構 成 員 は次 の機 関 か ら抽 出 さ れ る
。

営 業1関 、係 、

制 作 関 係 一 、.

媒 体1.関 係,、'

調 査 関 係,

SP関 一係

TV.R.番 組関 係

デ パ β トメ シ トシ ス テ ム とは 特 定広 告 主 の た め に 広告 制 作 グル ー プ を 組 ま な

い,各 デ ィゼ ジ 当、ン の 責任 者 と進 行 係 の もとで分 業作 業 を して い る。 一'
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ク リエ ー テ ィ ビテ ィと い う ことが 大 切 で あ る とい う認 識 をPRし て い っ た の

は律等 自身ではあるがそれを行い得 る環境を作って行ったとい う努力は彼等の

社会的バックと彼等 自身の力があったことを意味する。それはアメリカ社会の

巨大きにふきわしいともいえる。土地の広 さ,媒 体の性格,広 告業界の慣例,

規則,企 業体のスケール,ア メリカ経済の深さ等,日 本の状態 と大 きな差異を

作 っている。 日本の代理業ではマーケティング計画を行 っているところは2～

3社 であ り,又 おこない得る企業体は数える程しかない。'日本とアメ リカの場

合 とはこのような基本的状態で異ってい るが,マ ス ・コミ媒体その ものには差

異はない。

私ども広告を創 る側のものにとって,大 衆との接点はマス ・コミの対象 とな

っている媒体物であるということである。ここにマス ・コミに於けるデザイン

のあり方が考 えられるのであ り,現 代デザインがマス ・コミに現われるときの

観点がこの一連の流れの上に於てながめられねばな らないのである。

したがって各種に作用する広告以前の機構や,以 後の動 きと自己 との 関 連

は,自 己のキャパシティーとして無限の深きを要求す る。単4zビ ジュアル ・デ

ザインのキャリアよ りも,伝 達表現能力が発言を持 ち得 るのである。人間は一

般的に自己創造の能力を持ち得ているが,無 意識の底部 よりくみ出す能力が活

発である程,芸 術的創造の世界を持 ち得る数少ない人間であるといえよう。人

間の神秘的な構造,能 力の申で使用の方法が不適正であったり,中 止きれてい

た りすると,そ の機能は衰退の方向をとるものと考 えられる。 クリi一 トの機

能を開発 させるとい う根本問題は,又 別の課題ではあるがマス ・コミのデザイ

ンに於て,発 想の方向は個の内面bz向 って出発するとい う全 く逆方向の もので

ある。 これ等ははなはだ興味ある課踵として又別に考えて見たい。

注目され,興 味を持たれ,話 題で提供する広告表現,そ の価値は い わ ゆ る

AIDMAの 度合によって決定される。その場所は具体的な生活形式の枠外に出

ゆ ことはできない。しか もその根源はこれらの世界のものではない。実にクリ:
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エー トな生命活動の本体が意識の扉をたた く信号である。・このよ うな創造的人

間を育成 し発展 させ る環境はデザイナー自身の問題として醸成されねばならな

いし,又 デザインをマス ・コミの場に送る審判者をも含めた環境の醸成が重要

な課題でなければならない。最後にマス ・コミが要求するデザインの主要なチ

ェックポイン トを考慮すれば次の通 りである。

①伝達ポリシー

②伝達 ポイン、ト

③表現形式

④訴求対象

⑤伝達時期

⑥伝達エ リヤ

.⑦伝達媒体

⑧媒体 と表現要素 との関係

以上のポイントは更に詳細なチェックポイン トに分化 きれるものであることを

附記する。

洋 画 材 料
額 縁
製 図 器 具
図 案 材 料

P 大 地 堂
京都市上京区河原町今出川東南角TEL.23-8008
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